日野団塊世代広場理事会議事録(2007.11.21)

日時）2007.11.21　19:00～21:20

場所）日野団塊世代広場　事務所隣の会議室

出席）－敬称略－　辰巳、佐藤、川股、原、糸山、長橋、堀、高野（記）
議題）

1． 2007年度事業計画見直し案について

2． 市から呼びかけのあった事業への取り扱いについて

3． 事務所勤務体制について

配付資料）

1． 日野団塊世代広場の平成19年度事業提案への修正提案について……運営委員会

２．（参考資料）団塊世代活動支援事業……注．日野市との事前話合い時に示された資料
議事）

Ⅰ．出席定数の確認…出席者８名、全理事の半数を超えているので理事会成立を確認した。

Ⅱ．議題１
　理事長より配付資料１に基づき修正提案が出された。なお、事業項目は設立総会時提案されて議決された事業と新たな市からの提案事業の二種あるので、新たな市からの提案事業は議題２として取り扱う。

参考）設立総会時の提案事業は下記５点。

　１）日野イベント等運営事業
　２）地域活動参加のための講習会参加事業（ＩＴ講習など）
　３）団塊世代人材活用事業の運営事務局業務事業
　４）団塊世代能力活用情報バンク事業
　５）「団塊ウェルカム！日野」イベント事業
結論）

　１．４）項を除き、大筋で合意された。今後の微調整は運営委員会が行い、適宜、理事会
　　に報告することで全員一致で承認された。
　２．４）項は、市側からの補助金は貰わずに進めることで全員一致で承認された。
　　本事業は「情報バンク検討チーム」が進めているポータルサイト構築で進めていく。

　（補足）修正提案では事業費として50万円を計上しているが、市側から「人材情報バン

　　ク」を優先することが条件として出されている。これに対し、チームリーダから本事業

　　費では人材情報バンクを構築するのは無理なので補助金を辞退する旨の意思表示があり、

　　出席した同チームメンバーからも賛成意見が出された。代わりの担当者を募ったが、希

　　望者がいないため辞退することとなった。

Ⅲ．議題２

　理事長から、市から新たに提案された事業への参加希望を募る旨の発議があった。
（参考）市からの提案事業は、下記４点。詳細は、今後詰めていく。番号は配付資料に準拠

　６）イルミネーション（市から30万円の補助金が出るが、全額で物品購入して寄付する。

　　　広場自体もイルミネーション作業の担当もあり得るが活動費は無し）

　７）オリンピック招致署名活動（豊田駅、日野駅、高幡不動駅での署名活動）
　　　注．予算額　３日×４時間×３ヶ所×850円/Ｈ＝91,800円
　８）出会いの場の創出（独身者の出会い。業者利用予定であるが詳細は未定。200万円）

　９）団塊世代市民意識調査及び地域活動団体ニーズ調査（予算額200万円、業者利用）

結論）

　１．参加意思表明者があるものに対して対応する。
　　　参加意思表明者（敬称略。※は主管担当）。欠席の細矢氏からは事前に意志表明有り。

　　６）※細矢、辰巳　　７）希望者無し　８）※佐藤　９）＊佐藤

　２．本日出席者以外にも意思確認を行うこととし、欠席者は全員、参加意志の有無に関わ
　　　らず事務局宛に29日までに意思表明を行うこと。既に主管が決まっているものに関
　　　しても協力する人は、計画遂行に必要なので意思表示を行うこと。

　３．今後は、主管担当者を中心に個別に市側の担当者と具体的に詰めていく。

Ⅳ．議題３

　既に、事務所勤務者の募集は、ＭＬやビラ等で行って来たがメドが付いたので、運営委員会より下記の事務所勤務体制提案があった。

· 原理事婦人を新たに採用する。　期間：平成19年11月から平成20年３月末まで

· 勤務体制
原婦人：月、火の9:30～16:30　　　川股理事：水～金の9:30～17:00

結論）

　　提案通り、全員一致で承認された。

以上


（補足文書）

＊理事会議事録は、以上ですが、以下は欠席者のために、参考として記したものですので、質疑等で出された見解には、正式決定していないものも含まれます。

◎主な質疑や議論等

　議題Ⅰ　の結論１　に関して
　・５事業の設立時の総額250万円が、修正提案で166万円となっている理由は？

　　→８，９月時点で市側から総額で150万円程度になる旨の通知があったことは既に皆さ
　　んには報告してあり、その時に今後の市との調整は運営委員会に一任されていたので、

　　当初予算の主旨を織り込みながら修正したものである。なお、今回の最終案そのもので

　　はないが、近いものは交流会やメーリングリスト等で情報は出している。これまで断片
　　的な話し合いで何度か調整を続けてきたが、いずれも市側からの正式回答ではないため

　　運営委員会としても、その都度情報を流すことに躊躇いがあった。本日、市との話し合
　　いが出来たので審議に掛けたことを理解して頂きたい。

　議題Ⅰ　の結論２　に関して

　・「人材情報バンク」は総会時からテーマに上がっていた。今年度は予算削減で無くなるの
　　はわかったが来年度以降はどうか？

　　→総会直前までの案では今年度250万円程度を見込んでいたのは、衆知の通りであるが、
　　当日の市からの要望で削減した。この時に、来年度以降を睨んで今年度は、今年度予算

　　内でやれることにした経緯がある。来年度以降だが、今回の修正にともない、市に対し

　　て今年度は「ポータルサイト構築」、来年度は300万円の資金投入で「人材情報バンク」

　　構築を提案したが、本日、初めて市から来年度、再来年度（ここで補助金は終わり）、

　　共に50万円しか出せないと回答があった。従って、次年度以降も当初計画を達成する

　　見込みが得られないことが明らかになったのでお断りしたい。

　　　もう一点補足すると、人材情報バンクを上手に機能させるには、インターネット上

　　の構築では不十分で、後ろで支える人的組織が肝要なのは、既に昨年度の打合せ時に市

　　から配られた読売新聞にも明確に指摘されている。従って、総合的な取り組みが要求さ

　　れるものなので安易に取り組むことは我々のみならず日野市に取ってもマイナスとなる

　　のではないか。

　・「情報バンク検討チーム」は今後どうするのか。
　　→今後チーム内での話し合いが必要だが、現在「ポータルサイト構築」を進めているの

　　で、補助金ゼロでも自分たちで出来る範囲で取り組んで行かざるを得ないと思われる。

　・どのような「ポータルサイト」か。
　　→何度か報告したように、現状のインターネットでは、日野（市）に関する情報、例え

　　ばイベントや病院、学校などの多様な情報を得るにはあちこち検索してしなくてはなら

　　ず簡単に調べることが出来るサイトは皆無と言える。

　　　そこで、日野団塊世代広場のホームページに来れば日野市域に関する情報が検索出来

　　るサイトにしたいと考えている。また、「団塊世代」に関する情報のポータルサイトも考

　　えている。これらは我々に取って便利なだけではなく、市民にも有益であるので、結果

　　として我々のホームページに来る人が増えることが期待出来る。仮に「人材情報バンク」

　　機能を優先して付加しても殆ど見て貰えないだろう。「ポータルサイト」は、今後の我々　

　　自身の事業展開にも戦略上重要と捉えている。

　　　現在までの状況を簡単に報告すると、チームメンバーで基本的なＨＰを作成したの

　　はご承知の通りである。現状のＨＰで扱えるのは広場内部の発生情報のみだが、ポータ

　　ルサイトは外部にある情報を我々に使いやすくするもの。大枠の基本構想はほぼ固まり、

　　取り扱うコンテンツの整理に入る段階である。コンテンツの充実に向け、必要な段階が
　　来たら、会員にも分担して貰おうと考えている。

　　　そのため、ブログを書ける人なら扱える、ホームページ作成の専門知識を必要としな

　　いシステムを考えている。また、それにあわせてブログの講習会も行う予定である。

　　　因みに川股氏が行っているＩＴ講習でも近々、ブログの講習が行われる。

　議題Ⅱ　に関して
　・それぞれの計画詳細が良くわからないので参加するか否かを判断しにくい。

　　→運営委員会側も十分な情報を把握出来ていない。頂いている情報はほぼ配付資料通り
　　だが、個々の事業には予算も含めて流動的な要素も含まれている。むしろ、担当者を決

　　めて詰めることで話を進めるしかない状況と判断したので、これで意志を確認したい。

　・７）項のオリンピック招致署名は、個々人の政治的な意識にも関わるので広場として取

　　り上げることは問題ではないか。

　　→指摘の点は、理解出来る。今後、各自からの提案を採用する際にも同じような議論は

　　出てくると思う。また、広場として政治的な問題として排除すれば、それ自体、政治判

　　断とも言える。現状では、広場自体に明確な基準がないし、また市からの要望でもある

　　から会員の意志確認を行いたいと考え提案した。

（「補足文書」終わり）

